


要約:NICU ベッドの必要数および地域における適正配置は?とのリサーチクェスチョンに

対して、これからの地域周産期医療の地方型のあり方についての検討を行った。先ず基礎

資料作成を目的に、人口約 200 万人、年間出生数約 2万人の群馬県を地方型の一つのモデ

ルとして・実態調査を行った。1991 年(平成 3 年)の群馬県における衛生統計での出生数

は 19,853 人で、調査できた産科施設での全出生数は 19,915 人であり、新生児死亡は衛生

統計では 55人で、調査できた小児科および産科施設での新生児死亡は 59 人であり、また

衛生統計での極小未熟児の出生数は 106 人で、県内小児科施設で 108 人が保育されていた。

この突き合わせ調査で群馬県の周産期医療の実態が捉らえれた。この調査から、人口約 100

万人を一つの周産期医療圏とし、NICU ベッド 20、未熟児新生児病床 100 のベッドで、中

核となる周産期医療センターを 1 施設と地域の中心となる周産期センターを 3～4 施設整

備し主な部分を担うという案で良いと考えられた。


